
山だ

し車
や
神み

こ
し輿
を
指
定
文
化
財
に

牛
伏
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

田た
つ
の角 

悦と
き
や
す恭

（
新
風
会
）

学
校
・
園
に
お
け
る
防
犯
・
防
災
対
策

上
野
三
碑
周
辺
の
有
害
鳥
獣
対
策

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

生
活
道
路
緊
急
舗
装
工
事

英
語
教
育
の
取
り
組
み

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

迷
惑
防
止
条
例

浜
川
運
動
公
園
の
拡
張

時と
き
た田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
新
風
会
）

高
崎
駅
周
辺
の
学
校
施
設

道
路
網
の
維
持
管
理
逆さ

か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

ふ
る
さ
と
納
税
で
群
響
支
援
を

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み

木こ
ぐ
れ暮 

孝た
か
お夫

（
公
明
党
）

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

集
客
施
設
の
進
捗
状
況

堀ほ
り
ぐ
ち口

　
順す

な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

新

斎

場

伊い
と
う藤 

敦あ
つ

博ひ
ろ

（
日
本
共
産
党
）

（7） （6）

質
問　

学
校
・
園
に
お
け
る
防
犯
対

策
で
、
不
審
者
等
が
侵
入
し
よ
う
と

し
た
場
合
の
対
応
や
そ
の
訓
練
は
。

答
弁　

不
審
者
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
く
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
緊
急

時
の
行
動
の
仕
方
や
安
全
確
保
に
向

け
た
留
意
点
等
の
確
認
を
し
て
い
る
。

今
後
も
高
い
危
機
管
理
意
識
の
も
と
、

安
全
確
保
の
徹
底
に
努
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
訓
練
の
内
容
を
精
査

し
、
実
効
性
の
あ
る
実
践
と
し
た
い
。

質
問　

山
上
碑
と
金
井
沢
碑
周
囲
で

の
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
効
果
的
な

防
護
柵
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　

防
護
柵
を
史
跡
地
外
周
に
設

置
す
る
場
合
、
文
化
財
保
護
法
の
現

状
変
更
許
可
が
必
要
に
な
る
。
見
学

者
へ
の
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
地

元
や
関
係
部
局
と
連
絡
調
整
を
密
に

し
対
策
を
充
実
さ
せ
た
い
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
、
周
辺
の

下
草
刈
り
を
行
い
、
イ
ノ
シ
シ
が
出

現
し
に
く
い
環
境
整
備
を
図
り
た
い
。

質
問　

水
不
足
が
懸
念
さ
れ
取
水
制

限
が
発
令
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
水
不

足
の
現
状
と
対
応
は
。

答
弁　

利
根
川
水
系
渇
水
連
絡
協
議

会
で
、
６
月
16
日
か
ら
10
％
の
取
水

制
限
が
決
定
さ
れ
た
。
節
水
の
お
願

い
を
し
て
い
く
が
、
本
市
で
は
、
浄

水
場
の
規
模
や
配
水
能
力
か
ら
20
％

の
取
水
制
限
ま
で
は
市
民
生
活
へ
の

影
響
は
特
に
な
い
と
考
え
る
。

質
問　

旧
高
崎
地
域
の
山
車
や
神
輿

が
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
見
解
は
。

答
弁　

群
馬
、
新
町
、
吉
井
地
域
の

山
車
や
神
輿
は
、
合
併
前
か
ら
有
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。

旧
高
崎
地
域
の
も
の
が
指
定
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
合
併
町
村
ご
と
の
指

定
の
考
え
方
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
文
化
財
調
査
員
の
助
言
を
受

け
な
が
ら
、
重
要
な
も
の
は
指
定
を

検
討
し
た
い
。

質
問　

牛
伏
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を

民
間
事
業
者
に
払
い
下
げ
た
り
、
世

界
選
手
権
な
ど
の
参
加
者
の
宿
泊
施

設
や
学
生
を
対
象
と
し
た
低
料
金
の

合
宿
施
設
に
改
修
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁　

現
在
、
秋
に
開
催
さ
れ
る
国

際
合
気
道
大
会
の
宿
泊
地
と
し
て
準

備
し
て
い
る
。
今
後
、
多
数
の
利
用

者
の
安
定
的
な
確
保
と
い
う
点
も
含

め
、
さ
ら
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

通
学
路
に
車
両
速
度
を
落
と

す
段
差
を
設
け
る
際
、
高
さ
の
問
題

が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答
弁　

速
度
抑
制
の
段
差
は
ハ
ン
プ

と
呼
ば
れ
、
標
準
的
な
高
さ
は
10
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
通
過
車
両

の
大
き
さ
や
速
度
に
よ
っ
て
衝
撃
が

大
き
く
周
囲
へ
の
振
動
に
よ
る
問
題

も
あ
る
た
め
、
警
察
と
協
議
を
行
い
、

高
さ
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
注

意
喚
起
の
た
め
に
減
速
ラ
イ
ン
と
徐

行
の
文
字
等
を
路
面
標
示
し
た
。

小学校での避難訓練旧高崎地域の山車

質
問　

本
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

生
活
道
路
緊
急
舗
装
工
事
の
概
要
は
。

答
弁　

道
路
舗
装
の
損
傷
や
劣
化
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、
長
寿

命
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
の

穴
の
補
修
に
加
え
、
部
分
的
に
面
と

し
て
補
修
す
る
も
の
で
あ
る
。

質
問　

こ
と
し
１
月
の
降
雪
時
、
地

域
の
方
が
所
有
す
る
農
業
機
械
を
使

用
し
て
実
施
さ
れ
た
除
雪
の
実
績
は
。

答
弁　

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機

械
に
よ
る
除
雪
実
績
は
、
平
成
27
年

度
３
５
８
件
で
あ
っ
た
。
降
雪
時
の

除
雪
作
業
は
、
国
や
県
と
連
携
し
て

い
ち
早
く
行
い
、
自
主
防
災
組
織
と

と
も
に
地
域
住
民
の
共
助
に
よ
る
農

業
機
械
で
の
生
活
道
路
の
除
雪
を
全

市
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　

学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の

取
り
組
み
と
今
後
の
方
針
は
。
ま
た
、

夏
休
み
期
間
の
短
縮
と
、
お
盆
時
期

に
学
校
を
完
全
閉
庁
す
る
考
え
は
。

答
弁　

平
成
28
年
度
か
ら
英
語
教
育

を
抜
本
的
に
改
善
し
、
小
学
校
１
年

質
問　

犬
の
ふ
ん
害
、
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
、
空
き
地
の
雑
草
の
管
理
等
い

わ
ゆ
る
迷
惑
行
為
と
呼
ば
れ
る
問
題

が
あ
る
。
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例

で
対
応
し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は

思
い
も
よ
ら
な
い
よ
う
な
迷
惑
行
為

が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
迷
惑
行
為
全
般
を
網
羅
す
る
条

例
が
必
要
で
あ
る
。
制
定
の
考
え
は
。

答
弁　

条
例
に
よ
る
規
制
が
妥
当
な

の
か
、
ま
た
、
迷
惑
行
為
を
網
羅
す

る
条
例
か
個
別
の
条
例
に
す
べ
き
か
、

県
条
例
や
既
存
の
市
条
例
と
の
整
合

性
の
検
討
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
他

市
の
状
況
を
把
握
し
、
最
善
の
方
策

を
研
究
し
た
い
。

質
問　

浜
川
運
動
公
園
拡
張
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁　

拡
張
面
積
は
19
・
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
、
現
在
87
％
の
用
地
取
得
が

完
了
し
て
い
る
。
工
事
は
、
園
路
内

の
道
路
建
設
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
は
、
用
地
買
収
を
続
け

る
と
と
も
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
ソ
フ

生
か
ら
の
外
国
語
活
動
を
開
始
し
た
。

29
年
度
に
文
部
科
学
省
が
目
指
す
、

中
学
卒
業
時
に
英
検
３
級
以
上
の
生

徒
が
50
％
と
な
る
よ
う
、
小
・
中
で

連
携
し
英
語
力
向
上
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
現
在
夏
休
み
を
短
縮
す
る
考

え
は
な
い
が
、
国
の
動
向
な
ど
を
踏

ま
え
て
研
究
し
た
い
。
お
盆
期
間
は
、

緊
急
時
の
対
応
や
要
望
な
ど
も
あ
り
、

当
面
は
現
状
の
対
応
を
継
続
し
た
い
。

ト
ボ
ー
ル
場
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

本
市
の
公
用
車
に
つ
い
て
、

購
入
と
リ
ー
ス
の
比
較
検
討
は
。

答
弁　

現
在
15
年
以
上
使
用
し
て
い

る
車
両
も
あ
り
、
通
常
７
年
程
度
の

契
約
期
間
で
あ
る
リ
ー
ス
よ
り
も
現

在
の
購
入
に
よ
る
運
用
の
ほ
う
が
経

費
は
少
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

使
用
頻
度
が
高
い
車
両
な
ど
は
リ
ー

ス
の
検
討
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

高
崎
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
の
名
称
変
更
の
目
的
と
今
後
の

展
開
は
。
ま
た
、
群
響
を
考
え
る
懇

談
会
か
ら
の
報
告
書
を
受
け
、
本
市

の
群
響
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
名
称
と
し
て
本
年
７
月
に
高
崎
財

団
と
名
称
変
更
し
、
新
た
な
都
市
施

設
を
活
用
し
た
新
た
な
高
崎
を
創
造

す
る
た
め
に
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を

中
心
と
し
た
幅
広
い
事
業
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
群
響
へ
の
取

り
組
み
は
、
連
携
し
て
検
討
を
行
い

た
い
と
の
県
か
ら
の
申
し
出
を
踏
ま

え
、
県
や
群
響
事
務
局
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
進
め
た
い
。

質
問　

高
崎
ア
リ
ー
ナ
の
名
称
サ
イ

ン
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
喫
煙
所
の
設

置
の
検
討
は
。
ま
た
、
高
崎
駅
東
口

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
整
備
計

画
と
屋
根
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
弁　

高
崎
ア
リ
ー
ナ
の
特
徴
あ
る

流
線
型
の
フ
ォ
ル
ム
は
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
や
名
称
サ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
な

ど
存
在
感
を
追
求
し
て
い
る
。
喫
煙

所
は
、
喫
煙
者
と
禁
煙
者
双
方
に
配

慮
し
た
適
切
な
場
所
に
設
置
、
観
光

案
内
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
情
報
板
の
設
置
は
、

研
究
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
東
口
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
整
備
は
、
本

年
度
末
ま
で
に
着
工
し
、
文
化
芸
術

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
完
成
に
合
わ

せ
進
め
て
い
く
。
施
設
の
構
造
は
詳

細
設
計
の
中
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

本
市
の
文
化
の
大
き
な
柱
で

あ
る
群
馬
交
響
楽
団
に
対
す
る
支
援

策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

で
き
な
い
か
。

答
弁　

群
馬
交
響
楽
団
は
、
地
方
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
草
分
け
的
存
在
で
あ

り
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
フ

ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と

納
税
で
群
響
を
支
援
す
る
こ
と
は
、

検
討
の
価
値
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
援
助
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
も

併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ

ま
で
の
特
産
品
に
加
え
、
演
奏
会
の

チ
ケ
ッ
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
入
場

券
な
ど
を
返
礼
品
と
し
て
整
備
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

災
害
時
に
は
行
政
主
体
の
公

助
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
助
け
合
う

共
助
が
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
と
思

う
が
、
町
内
会
を
中
心
と
し
た
自
主

防
災
組
織
の
設
置
状
況
は
。
ま
た
、

特
色
あ
る
取
り
組
み
事
例
は
。

答
弁　

５
月
末
現
在
で
２
８
３
の
自

主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、
組
織
率

は
約
59
・
３
％
で
あ
る
。
特
色
あ
る

取
り
組
み
と
し
て
は
、
中
川
地
区
や

六
郷
地
区
に
お
け
る
災
害
頭
上
訓
練

（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
や
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
の
実
施
、
石
原
町
西
部

第
１
町
内
会
に
お
け
る
避
難
基
準
や

避
難
先
な
ど
の
具
体
的
な
ル
ー
ル
を

定
め
た
自
主
避
難
計
画
の
作
成
等
が

あ
る
。
今
後
も
組
織
の
結
成
や
活
動

に
対
し
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

質
問　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
１
年
が
経
過
し
た
が
、

相
談
件
数
の
推
移
や
人
員
配
置
は
。

答
弁　

相
談
件
数
は
１
年
で
４
万
件

を
超
え
、
活
動
前
の
８
倍
以
上
で
あ

る
。
人
員
は
全
体
で
、
保
健
師
等
が

16
人
、
社
会
福
祉
士
等
が
31
人
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
が
31
人
、
事
務

職
２
人
の
合
計
80
人
、
１
施
設
平
均

で
３
人
以
上
の
専
従
職
員
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。

質
問　

業
務
量
に
対
し
、
人
員
や
予

質
問　

高
崎
駅
周
辺
の
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
で
児
童
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
城
東
小
学
校
や
東
小
学
校
の
児

童
数
の
現
状
は
。
ま
た
、
増
加
し
た

場
合
の
対
応
は
。

答
弁　

東
小
学
校
は
、
こ
の
５
年
間

で
お
よ
そ
１
１
０
人
増
加
し
、
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
一
方
、
城

東
小
学
校
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
影
響

を
受
け
ず
に
推
移
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
児
童
増
に
は
、
ま
ず
特
別
教

室
を
転
用
し
て
対
応
し
、
そ
れ
で
も

算
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
難
病
や
精
神
障
害
な
ど
ス
タ
ッ

フ
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、
対
応
は
。

答
弁　

人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
後

方
支
援
の
充
実
や
連
携
の
強
化
、
職

員
一
人
一
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
重

不
足
す
る
場
合
は
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で

の
対
応
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

質
問　

路
面
下
空
洞
調
査
の
対
象
と

実
施
状
況
は
。
ま
た
、
成
果
は
。

答
弁　

対
象
は
１
、
２
級
市
道
の

２
７
２
路
線
、
延
長
約
４
４
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
平
成
27
年
度
ま
で
に

要
と
考
え
る
が
、
実
績
も
考
慮
し
今

後
委
託
料
も
含
め
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
内
容
は
、
基
幹
型
セ
ン
タ
ー

や
関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し
た
い
。

質
問　

新
斎
場
が
開
設
し
て
２
か
月

が
経
過
し
た
。
火
葬
の
手
際
や
接
遇

態
度
な
ど
、
幾
つ
か
の
問
題
点
を
聞

い
て
い
る
が
、
対
応
は
。

答
弁　

指
摘
が
あ
っ
た
内
容
は
早
急

に
対
応
策
を
講
じ
て
き
た
。
今
後
も

利
用
者
か
ら
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

指
定
管
理
者
と
と
も
に
引
き
続
き
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
、
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

38
路
線
、
約
90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
調

査
し
た
。
軽
微
な
も
の
か
ら
大
き
な

も
の
ま
で
45
か
所
の
空
洞
を
発
見
し
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
や
危
険
性
の
高

い
も
の
か
ら
順
次
補
修
工
事
を
行
い
、

現
在
ま
で
に
11
路
線
15
か
所
の
補
修

が
完
了
し
た
。

質
問　

空
洞
調
査
の
業
者
選
定
は
、

各
事
業
者
の
技
術
力
を
事
前
に
評
価

す
る
技
術
評
価
型
の
入
札
方
式
を
採

用
す
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答
弁　

今
後
、
導
入
実
績
の
あ
る
他

市
の
状
況
や
県
内
で
の
動
向
も
見
な

が
ら
、
導
入
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。

まめ知識●
●
ＤＩＧ
ＨＵＧ

参加者が地図を使って防災対策を検討する訓練のこと。（Ｄisaster（災害）、Ｉmagination（想像力）、Ｇame（ゲーム）の略）
避難所で起こるさまざまな出来事にどう対応していくかを擬似体験するゲームのこと。

P6参照

まめ知識●ふるさと納税（P7参照） 生まれ育ったふるさとに貢献したり、応援したい自治体に対する寄附金で、ふるさと納税をすることで翌年の住
民税などが控除される制度のこと。


